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琉球列島から初めて採集された
ダイダイヤッコ Centropyge shepardi

小枝圭太・本村浩之

〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

　キンチャクダイ科 Pomacanthidae は日本近海に

7 属 32 種が分布しており（島田，2013），このう

ちアブラヤッコ属 Centropyge には，ソメワケヤッ

コ C. bicolor (Bloch, 1787)， ル リ ヤ ッ コ C. 

bispinosa (Günther, 1860)，アヤメヤッコ C. colini 

Smith-Vaniz and Randall, 1974，アカハラヤッコ C. 

ferrugata Randall and Burgess, 1972，チャイロヤッ

コ C. fisheri (Snyder, 1904)， コ ガ ネ ヤ ッ コ C. 

flavissima， ヘ ラ ル ド コ ガ ネ ヤ ッ コ C. heraldi 

Woods and Schultz, 1953， レ ン テ ン ヤ ッ コ C. 

interrupta (Tanaka, 1918)，オハグロヤッコ C. nox 

(Bleeker, 1853)，ダイダイヤッコC. shepardi (Randall 

and Yasuda, 1979)，アブラヤッコ C. tibicen (Cuvier, 

1831)， お よ び ナ メ ラ ヤ ッ コ C. vrolikii (Bleeker, 

1853) の 12 種が含まれる．これまでダイダイヤッ

コは日本国内において東京都の海洋島である八丈

島，小笠原諸島，硫黄島，および南硫黄島からの

み記録されていた（島田，2013）．

　2013 年 12 月 13 日に鹿児島県奄美大島南部に

おいてダイダイヤッコ 1 個体が採集された．本標

本は琉球列島におけるダイダイヤッコの初めての

記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall and Yasuda (1979) に

したがった．標準体長は体長と表記し，デジタル

ノギスを用いて 0.1 mm 単位で計測した．標本の

作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．ダイダイヤッコの生鮮時の体色の記

載は，固定前に撮影された奄美大島産の標本

（NSMT-P 118008）に基づく．本報告に用いた標

本は，国立科学博物館（NSMT）と東京海洋大学

水産資料館（MTUF）に保管されている．

　結果と考察

Centopyge shepardi (Randall and Yasuda, 1979)

ダイダイヤッコ　(Fig. 1)

標本　NSMT-P 118008， 体 長 51.4 mm， 全 長

64.9 mm，鹿児島県大島郡奄美大島瀬戸内町蘇刈

（28°07′10′′N, 129°21′70′′E），2013 年 12 月 13 日，

水深 3–15 m，中江雅典・千葉　悟．

記載　背鰭条数：XIV, 17；臀鰭条数：III, 18；

胸鰭条数 i + 15 + i；腹鰭条数 I, 5；尾鰭条数：i + 

15 + i；側線有孔鱗数 37；縦列鱗数 47；側線上方

鱗数 6；側線下方鱗数 17；尾柄鱗数 19；鰓耙数 6 

+ 20．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高

57.8； 体 幅 19.6； 頭 長 31.1； 吻 長 10.5； 眼 径

11.3；両眼間隔 8.4；前鰓蓋骨棘長 12.0；尾柄高

12.5；尾柄長 9.9；背鰭前長 37.9；腹鰭前長 37.5；

臀鰭前長 65.0；背鰭基底長 70.4；背鰭第 1 棘長 6.8；

背鰭第 2 棘長 9.5；背鰭第 3 棘長 16.1；背鰭最後

棘 長 21.4； 背 鰭 最 長 軟 条 長 20.6； 臀 鰭 基 底 長
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36.2；臀鰭第 1 棘長 13.0；臀鰭第 2 棘長 18.7；臀

鰭第 3 棘長 22.6；臀鰭最長軟条長 24.7；尾鰭長

25.0；胸鰭長 28.4；腹鰭棘長 19.8；腹鰭長 33.1．

体は卵形で，よく側扁する．体高は頭長の

185.6％とやや高く，背鰭棘部基底中央付近（背

鰭第 7 棘基部）で最大となる．吻は突出しない．

頭部背縁は吻から眼上域までは体軸に対して約

70°，眼上域から背鰭起部までは約 45° でそれぞ

れ直線的．眼隔域はわずかに膨出する．鼻孔は 2

対で，前鼻孔には背側後縁で繋がる蓋状の膜があ

る．口裂は小さく，上唇がわずかに突出する．唇

は上下とも厚いが，上唇が下唇よりわずかに厚い．

両顎には細長い歯が密着しながら櫛状に 3 列を成

す．内側の歯ほど小さい．前鰓蓋骨の角に眼径と

ほぼ同大の大きな棘がある．前鰓蓋骨の下縁に角

の棘の約 1/3 の短い棘がある．前鰓蓋骨・間鰓蓋

骨および下鰓蓋骨の後縁は鋸歯状．

唇を除き，頭部と体は粗い櫛鱗で覆われる．背

鰭と臀鰭も棘部が露出した部分と臀鰭棘間の鰭膜

を除き鱗で覆われる．尾鰭は基部 2/3 が鱗で覆わ

れる．体側中央部鱗の鱗紋の中心は露出部の中に

ある．

側線は鰓孔上端から始まり，体背縁のすぐ近

くを沿うように走り，背鰭基部後端のすぐ下で終

わる．

背鰭起部は胸鰭基部上端の直上に位置し，腹

鰭起部直上よりやや前方．背鰭棘は後方のものほ

ど長い．背鰭棘間の鰭膜は，わずかに伸長するが，

棘を越えることはない．背鰭と臀鰭の軟条部の背

縁（腹縁）は丸く，中央でわずかに膨らむ．臀鰭

起部は背鰭第 11 棘直下に位置する．臀鰭棘は後

方のものほど長いが，第 2 棘が最も太い．胸鰭後

端はやや尖り，第 4 軟条が最長で、それより下方

の軟条は徐々に短くなる。胸鰭後端は肛門のほぼ

直上．腹鰭起部は胸鰭基部下端の直下．腹鰭第 1

軟条直後の鰭膜がよく伸長し，たたんだ腹鰭の後

端は臀鰭起部を大きく越える．尾鰭はほぼ截形で、

後縁がわずかに膨らむ。

鮮時の色彩　体は鮮やかな赤色で，背側の 1/3，

背鰭，臀鰭は赤褐色．体側中央から背側に 13 列

Fig. 1. Fresh specimen of Centropyge shepardi. NSMT-P 118008, 51.4 mm standard length, 64.9 mm total length, off Setouchi, Amami-
oshima island, Kagoshima, Japan.
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の暗色横帯があるが，腹部には及ばない．鰓孔上

端に小暗色斑がある．前鰓蓋骨の 2 棘は暗色で縁

どられる．眼の上縁は黒く縁どられる．光彩は鮮

やかな赤色．背鰭第 7–12 軟条の末端にかけて暗

色黒斑があり，それより前方の背鰭外縁は鮮青色

で縁どられる．臀鰭棘の先端および軟条部外縁は

鮮青色で縁どられ，第 10，12，14，16，19 軟条

の末端に鮮青色の小斑がある．胸鰭は半透明の黄

色で，基部 1/4 は半透明の赤色．腹鰭は外側が赤

色で，内側ほど黄色い．尾鰭はレモン色で基部

1/4 は焦茶色．

分布　本種は北西太平洋の島嶼域である南沙

諸島，台湾の緑島，蘭嶼，マリアナ諸島，南硫黄

島，硫黄島，小笠原諸島，八丈島，および奄美大

島 か ら 記 録 さ れ て い る（Randall and Yasuda, 

1979；島田，2013；本研究）．

備考　本標本は，間鰓蓋骨下縁が鋸歯状であ

る，下鰓蓋骨に棘がある，体側中央部鱗の鱗紋の

中心が露出部の中にある，尾鰭が截形で上下葉が

伸長しない，眼の後方と下方に無鱗域がないこと

に よ り，Pyle (2001) に よ っ て 定 義 さ れ た

Centopyge 属と同定された．また，背鰭棘数が 14

である，胸鰭軟条数が 17 である，第 1 鰓弓の総

鰓耙数が 26 である，体側の横帯が腹部には及ば

ない，尾鰭がレモン色である，尾鰭がほぼ截形で

あるなどの特徴により Centopyge shepardi と同定

された．本種は体が赤色で体側に多数の横帯をも

つことでルリヤッコに似るが，体側の横帯が腹部

まで達しない（ルリヤッコでは腹部に達する），

尾鰭がほぼ截形である（丸い），尾鰭が黄色（暗色），

胸鰭軟条数が 17（多くが 16）であることから識

別 さ れ る（Randall and Yasuda, 1979； 荒 賀，

1984；Pyle, 2001；島田，2013）．

本種は Randall and Yasuda (1979) により，グア

ム産のホロタイプおよび小笠原諸島父島産の標本

（MTUF 23923–4，2 個体，体長 52.2–56.0 mm）を

含む 21 個体のパラタイプに基づき記載され，和

名ダイダイヤッコもここで提唱された．その後，

荒賀（1984）は，本種の全長 30 mm と 45.0 mm

の 2 個体の写真を掲載して，幼魚期には体側の横

帯がまばらで，背鰭軟条部に黒色斑をもつこと示

唆した．島田（1997）は，本種が雌性先熟の性転

換をおこなうハレム型の社会構造をもつ可能性を

示唆している．これまでダイダイヤッコは，日本

国内において東京都の海洋島である八丈島，小笠

原諸島，硫黄島，および南硫黄島からのみ記録さ

れており（島田，2013），琉球列島からの標本に

基づく記録はない．したがって，本報告の鹿児島

県奄美大島から得られた調査標本は，ダイダイ

ヤッコの琉球列島からの初めての記録となる．
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